＜第2部 シンポジウム＞カレッジスポーツの限界と可能性（専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム2013, カレッジスポーツのチカラを考える, 専修大学生田キャンパス10号館10301教室, 2013年10月21日開催） by 長澤 和輝 et al.










































































































































































長澤 和輝田中 理恵山田 健太
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専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム 2013
特に長澤選手に聞きたいですが、田中さんに
も聞きたいです。詳しく教えてください。
田中　私は恋愛と体操は別物です。1人の選
手として体操競技をしているので、彼氏が居
る、居ないはあまり変わりないです。
長澤　僕は、居たほうが上がると思います。
彼女の居る、いないはプライベ トーなので。
質問者６　経済学部経済学科に所属してい
ます。お２人に質問します。スポーツをして
いると困難にぶち当たることがとても多いと
思いますが、そういった自分の壁にぶつかっ
たとき、どういうふうに乗り越えていますか。
田中　高校の3年間は脚の痛みや腰の痛み
があり、また、成長期の自分の体の変化につ
いてとても悩みました。大学1年のときには
足首の手術をしてリハビリ生活をしました。
　私の家族は全員が体操競技をやっていて、
兄弟3人とも体操選手です。なので、兄弟
に悩みをぶつけたり、同期の選手に、不満や
どうしたら強くなれるのかという悩みをたくさ
ん話していました。
　私の場合は、何か不満や悩みがあれば信
頼できる人にすぐ話します。そして、アドバ
イスをもらうとまた頑張ろうという気持ちにな
るので、友達に感謝しています。
長澤　困難と思わないようにというか、発想
の転換をしようとします。一見大きな壁に見
えたとしても、それが自分の成長の機会だと
思えれば、それは困難ではないと思います。
多分、世界で活躍するトップアスリ トーは誰
しもそういう考えを持っていると思います。ブ
レークスルー思考と言いますが、困難とは思
わずに、自分のチャンスと思って取り組めれ
ばいいと思います。
山田　ありがとうございます。では、もう1
回ステージに戻して、最後に話をしたいと思
います。今日のタイトル「カレッジスポーツ
の限界と可能性」ということで、先ほど、最
後に学生アスリ トーの意味合いについて話し
てくださいと言いましたが、今の、困難にぶ
ち当たった場合、田中さんは家族が大きな力
になったと同時に友達の力もあったという話
がありました。長澤さんは、ある種、自分の
精神のコントロールをうまくやっていくという
話が出ていました。
　それらを踏まえた上で、大学の学生である
ということに、何か大きな意味合いを感じる
ことはありますか。
田中　スポーツだけをするのではなく、大学
へ行って仲間、チーム、先輩・後輩と出会う
ことによって、人間的にも育つんだと思いま
した。スポーツしか知らないのでは人間とし
てはまだまだなので、いろいろな人と話をす
ることや、いろいろな人と出会い、体操以外
のことを知ることは、人間的にも成長します。
私の中ではオン・オフが凄くしっかりできて
息抜きにもなるので、仲間の絆はとても大切
だと思います。それを、大学の体操競技部以
外で学びました。クラスの友達や先生方から
です。
山田　それは、日本体育大学という大学のメ
リットですか。それとも、大学生であればどこ
でもでしたか。
田中　オリンピックに出たから凄いというわ
けではないと思うので、人間的にも成長して
いないと、オリンピックに出た意味もないと
思います。日体大ではそこを凄く学べ、育て
てもらえると思います。
山田　長澤さんの場合は、客観的に大学ア
スリ トーとはと考えたことはあまりないと思い
ますが、例えば、体験的に専修大学の学生
でよかったということはありますか。
長澤　専修大学を卒業していないのでまだ
分かりませんが、今まででこの大学に来て
よかったと思うことは、田中さんが言われ
たように絆や仲間だと思います。今日もこ
うやってサッカー部の仲間が見にきてくれ
て、4年間、毎日ともにトレーニングをした
仲間の絆はかけがえのないものだと思います。
それがまず一つよかったと思うことです。
　あとは、どの大学に行ってもそうだと思い
ますが、大学4年間を社会へ出るまでの休
憩と思っている人も居れば、その4年間で努
力して成長した人も居ると思います。自分は、
どうやったらサッカーがもっとうまくなるだろ
うと考えた4年間でしたが、これから見えて
くると思います。
山田　ちょうどそこを聞こうと思いましたが、
田中さんの方が答えやすいかもしれません。
競技生活は長いです。ずっと続いていくもの
です。サッカーでも小さいときからずっとボー
ルを蹴ってきたと思いますが、その中で大学
の生活はたかだか4年間です。大学院に行っ
てもプラス数年間の計6,7年間ぐらいしかな
いので、非常に限定されていると思います。
　その限定されている期間は、競技生活の中
ではどういう意味合いがありますか。
田中　体操競技はプロがありません。また、
長くできない競技ですし、ピークが18歳から
20歳と言われている中、私は25歳でオリン
ピックに出ました。体操競技は、引退してか
らの人生のほうが長いです。この年で現役を
続けている選手はなかなか居ません。ですの
で、この人生の中のたった4年間または7年
間ですが、勉強も体操も両立してできる時間
はこの期間しかないと思います。体操だけや
るのではなく、日体大の中でいろいろな人と
話をして、いろいろな先生にお世話になって、
いろいろなことを知りながら出ていくことが、
引退して社会に出たときに私にとってプラス
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だと思ったので、この7年間を濃く使いまし
た。
山田　そういう話を聞いて長澤さん、まさに
濃い4年間の真っ只中に居て、それがもうす
ぐ終わろうとしていますが、この限られた4
年間を振り返って、自分の中ではどういうふう
に捉えて過ごしてきたのか。あるいは、先ほ
ど絆と言いましたが、別に大学に来なくても、
クラブチームにも当然チームメ トーの絆はあ
りますが、大学だからということで何か思うこ
とはありますか。
長澤　もともと高校のときにプロになりた
かったのですが現実はなれなくて、大学に行っ
て自分を磨いてもう一度プロで勝負したいと
いう気持ちがあって、そのための4年間にし
ようと思ったのが一つ。また、プロサッカー
選手の寿命は26歳で終わってしまうと思っ
たときに、田中さんも言いましたが、引退した
後の人生、スポーツ選手ではなく普通の社会
人としての人生のほうが長いと考えたときに、
大学の4年間ではサッカーだけをするのでは
なく教養を身に着けようと思って、その二つ
の意味で、大学の4年間を過ごそうと思いま
した。
山田　1部では割合大きな話をして、2部では、
敢えてお二人の身近な経験から話を聞きまし
た。それらを通じて、今日1日の中で、カレッ
ジスポーツとは何か、大学スポーツにはどう
いう意味があるかということを、皆さんに少し
でも感じてもらえたらいいと思います。感じて
もらうためにはもう少し目立たなければいけな
いというか、最初の話に戻りますが、田中さ
んは「目立ったほうがいい、それによって大
学も盛り上がっていくし、自分の力も発揮で
きる」という話をしました。
　長澤さん、それで言うと専修大学がもっと
注目されるために、あるいは長澤選手個人と
して、7番がもっと注目されるためにはどんな
ことを期待しますか。きちんと練習場を用意
して欲しいというハ ドーの面は聞きました。他
はどうですか。思い切ってどうぞ。
長澤　こういうふうにピックアップしてもらう
ためには、もちろん自分たちが結果を出し続
けなければいけないのは当然ですが、こんな
結果が出た、こんな選手が居るともっと広報
して欲しいです。自分の代にもプロに行く選
手が2人居て、下の代に北爪健吾が居ます
が、彼もプロになると思います。今後、プロ
になる選手がどんどん増えて、いずれは専修
大学の選手が日本代表にどんどん入って、専
修大学のサッカー部が日本のサッカーを支え
ることになるかもしれません。それを、専修
大学が広報してくれたら嬉しいです。
山田　最後は声が小さくなりましたが、広報
もPRしなければいけないと思いますし、その
PRに呼応して僕ら教員もそうですし、ここに
来ている学生の皆さん方も応援に来ることが
大事かもしれません。次は何戦ですか。
長澤　次は筑波戦です。
山田　筑波戦ですね。若干遠いかもしれませ
んが、試合をするときに、みんなが行って応
援する、あるいは、先ほど松浪先生はだらし
ない野球部と言いましたが、その野球部も応
援がないと頑張らないかもしれないので、大
学全体で応援にいくことも大事だと思いま
す。
　最後にもう一つ田中さんにお聞きしますが、
そういうふうにカレッジスポーツを盛り上げて
いくという点からすると、まさに、オリンピック・
パラリンピックの招致で盛り上げ役のトップ
をやっていますね。その経験からすると、どう
いうことをすると盛り上げられる、あるいはみ
んなの注目が集まると思いますか。カレッジ
スポーツが、日本のスポーツ全体の中でもっ
と人気が出るといいですね。なかなかそうで
はなくて、プロのスポーツなどとは違うところ
もあると思いますが、どう考えたらいいですか。
田中　私自身の場合ですと、オリンピック・
パラリンピックの仕事をすることでいろんな
人が注目してくれたので、まずは選手自身や
大学全体が頑張らなければ結果は付いてこな
いと思います。きっと日本人は、みんなで応
援するという気持ちになれば凄い力になると
思います。
山田　どうもありがとうございます。では、
最後に、どうしても意見を聞きたいという方
が居たら、1人だけお聞きします。
質問者７　お二人の今後の目標や夢などをお
聞かせください。
田中　全く考えていなかったですが、今はい
ろいろ仕事をさせていただいてる中で、スポー
ツの楽しさを伝える仕事にすごく興味を持っ
ています。ですので、そういう部分で、もっ
といろいろなことを勉強したいと思いますし、
いろいろな人がもっとスポーツを好きになる
ために、この話で言えば、いろいろな大学へ
行って、いろいろなことを知ってもらえるよう
に、自分がもっと頑張らなければいけないと
思います。最終的な夢は結婚です。ありがと
うございます。
長澤　目標は、専修大学サッカー部のリーグ
3連覇で日本一になることです。もう一つ先
の目標は、プロとしてJリーグで活躍するこ
とです。自分がここまで成長できたのは周り
の人たちのおかげだし、いい経験ができたの
で、プロサッカー選手はみんなの夢でなくて
はいけないと思うので、夢は、子どもに夢を
与えられるサッカー選手になりたいです。
山田　どうもありがとうございます。
